






























































A Study on the Changes and Results of the First Year Education





































































































































































































































































（５）そ の 他 限られた時間内で分かりやすく伝える工夫をしてください。



















































































※ Ｂ 「Rugby World Cup 2019を観戦するために福岡を訪れた訪日旅行者に、
該 コト消費型の『日本文化を体験できる旅行プラン』を提案しよう！」
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１ 評価について ・自己のテーマ設定について、いろいろな視点から ① ② ③ ④
十分検討したか。
・計画に無理がなく、期間や方法等についてよく検 ① ② ③ ④
討したか。
・課題に沿ったもので、解決するための方法が具体 ① ② ③ ④
的に考えられているか。
２ 実施について ・手順よく実施でき、期間や方法等が適切であった ① ② ③ ④
か。
合計
・課題を解決することができたか。 ① ② ③ ④
・実施過程の記録（資料の保存等を含めて）をきち ① ② ③ ④
んとまとめているか。
３ まとめ ・自分として一生懸命取り組んだか。 ① ② ③ ④ 点
(32)
・課題を解決するやり方を自分なりに理解できたか。 ① ② ③ ④
４ 感想
５ 今後の課題や抱負
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⓪
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⓪
Ｎ Ｎ ↓ ※自分の課題を正しくマークすること
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⓪ 課 題 Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⓪ 実 施 日 ( )月( )日( )曜( )限
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⓪ 担当教員名 先生
↑ ※左欄にも記入し正しくマークすること 氏 名







№学籍番号 氏 名 課 題 内 容 資 料 発表の仕方 課題解決の方法として､参考に
したいことをまとめてみよう。
1 19N Ａ･ Ｂ･ Ｃ ① ② ③ ④ ① ② ③ ④ ① ② ③ ④
2 19N Ａ･ Ｂ･ Ｃ ① ② ③ ④ ① ② ③ ④ ① ② ③ ④
3 19N Ａ･ Ｂ･ Ｃ ① ② ③ ④ ① ② ③ ④ ① ② ③ ④
4 19N Ａ･ Ｂ･ Ｃ ① ② ③ ④ ① ② ③ ④ ① ② ③ ④
5 19N Ａ･ Ｂ･ Ｃ ① ② ③ ④ ① ② ③ ④ ① ② ③ ④
6 19N Ａ･ Ｂ･ Ｃ ① ② ③ ④ ① ② ③ ④ ① ② ③ ④
7 19N Ａ･ Ｂ･ Ｃ ① ② ③ ④ ① ② ③ ④ ① ② ③ ④
8 19N Ａ･ Ｂ･ Ｃ ① ② ③ ④ ① ② ③ ④ ① ② ③ ④
9 19N Ａ･ Ｂ･ Ｃ ① ② ③ ④ ① ② ③ ④ ① ② ③ ④
＜学生発表 ～自己評価～＞
学生発表が終わってから、改めて自分の発表を自己評価してみよう。
学籍番号 氏 名 課 題 内 容 資 料 発表の仕方 他の学生と自分の発表との差
異や特徴など､気付いたことや
感じたことをまとめておこう。
19N Ａ･ Ｂ･ Ｃ ① ② ③ ④ ① ② ③ ④ ① ② ③ ④
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⓪
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⓪
Ｎ Ｎ ↓ ※自分の課題を正しくマークすること
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⓪ 課 題 Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⓪ 実 施 日 ( )月( )日( )曜 ( )限
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⓪ 担当教員名 先生
↑ ※左欄にも記入し正しくマークすること 氏 名


















































（１）グループ活動として、課題を解決する学習をした経験 ① ② ③ ④




（１）課題を設定する力 ① ② ③ ④
（２）自分で調べる力 ① ② ③ ④
（３）思考力（考える力） ① ② ③ ④
（４）判断力（ものごとを正しく理解して自分の考えを決める力） ① ② ③ ④
（５）能動的（自分から積極的に働きかける）な姿勢 ① ② ③ ④
（６）勉学に対する意欲 ① ② ③ ④
（７）課題解決に向けて深く追求する力 ① ② ③ ④
（８）新しい知見を創造する（知識をつくり出す）力 ① ② ③ ④
（９）事実や考えを人に伝わるように文章で表現する力 ① ② ③ ④
（10）事実や考えを人に伝わるように口頭で表現する力 ① ② ③ ④
（11）広い視野（範囲）から、ものごとを考える力 ① ② ③ ④
（12）教養（専門分野に限定されない幅広い知識） ① ② ③ ④
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⓪
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⓪
Ｎ Ｎ
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⓪
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⓪
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⓪
↑ ※左欄にも記入し正しくマークすること 氏 名








（１）学習のスケジュールを管理したこと ① ② ③ ④
（２）プレゼンテーションの内容と資料の作成を自分一人で進めたこと ① ② ③ ④
（３）他の人にプレゼンテーションしたこと ① ② ③ ④
（４）他の人のプレゼンテーションを聴いたこと ① ② ③ ④
（５）自分の選択した課題について調べたこと ① ② ③ ④




（１）課題を設定する力 ① ② ③ ④
（２）自分で調べる力 ① ② ③ ④
（３）思考力（考える力） ① ② ③ ④
（４）判断力（ものごとを正しく理解して自分の考えを決める力） ① ② ③ ④
（５）能動的（自分から積極的に働きかける）な姿勢 ① ② ③ ④
（６）勉学に対する意欲 ① ② ③ ④
（７）課題解決に向けて深く追求する力 ① ② ③ ④
（８）新しい知見を創造する（知識をつくり出す）力 ① ② ③ ④
（９）事実や考えを人に伝わるように文章で表現する力 ① ② ③ ④
（10）事実や考えを人に伝わるように口頭で表現する力 ① ② ③ ④
（11）広い視野（範囲）から、ものごとを考える力 ① ② ③ ④
（12）教養（専門分野に限定されない幅広い知識） ① ② ③ ④
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⓪
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⓪
Ｎ Ｎ
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⓪
↓ ※自分の課題を正しくマークすること
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⓪
課 題 Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⓪
↑ ※左欄にも記入し正しくマークすること 氏 名














































































































































































































































P= 0.024027 （P＜0.05） P= 0.016587 （P＜0.05） P= 0.010658 （P＜0.05）
P= 0.265764 P= 0.015266 （P＜0.05） P= 0.375323
P= 0.024129 （P＜0.05） P= 8.74E-07 （P＜0.01） P= 0.012694 （P＜0.05）
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全くない あまりない だいたいある 十分ある
% 12)教養（専門分野に限定されない幅広い知識）
事前
事後
181
（答申）
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